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H30.9.6

２０１8年
平成 30年 12 月号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

11月18日に厚真高等学校で北海道胆振東部
地震三町応援チャリティーコンサートが行われ
ました。
駒沢大学付属苫小牧高等学校吹奏楽局員約

80人による息の合った迫力あるマーチングバ
ンドのステージで、観客を魅了しました。
観客は手拍子や掛け声で参加しながら、出演

者も観客も一体となってコンサートを作り上げ
ていました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

２ ひとのうごき
３ 震災からのできごと

４－７ 被災者支援情報
８ ご注意ください！災害に便乗した悪質商法
９ お知らせ

10－11 国民年金
12－13 平成31年度町臨時職員募集
14 こども園平成31年度園児募集
15 公共施設等年末年始ガイド

16－17 安平・厚真行政事務組合
18 厚高インフォメーション／将来の夢
19 健康情報
20 保健の掲示板
21 子育て支援センター
22 情報ひろば

11月１日～11月30日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています。

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

ひとのうごき
平成30年11月30日現在　（　）内は前月比

人　口　4,599人（－11）
男 2,286人　女 2,313人

世帯数　2,151世帯（－5）

１日㈭ 10:00 総合ケアセンターゆくりプール再開
こぶしの湯あつま入浴（露天風呂以外）・宴会・
宿泊の営業を再開

15:00 応急仮設住宅１期分入居開始（85戸）

５日㈪ 9：30 平成30年第５回町議会臨時会

６日㈯ 12：00 発災から２カ月。正午のサイレンに合わせ、
犠牲者を悼み町民らが黙とう
厚南会館の入浴支援と洗濯支援が終了

８日㈭ 12：00 応急仮設住宅の入居に伴い、避難所２カ所（厚
真中央小学校、厚真中学校）を閉鎖

９日㈮ 9：00 町公式LINE@運用開始

10日㈯ 13：00 新町町民広場パークゴルフ場で
災害ごみ搬出完了セレモニー

13：30 青少年センターのプラネタリウム投影再開

15日㈭ 12：55 天皇、皇后両陛下がご訪問

17日㈯ 14：00 応急仮設住宅第2期入居説明会

19日㈪ 14：32 JR日高線（苫小牧～鵡川間）運転再開

30日㈮ 9：30 平成30年第６回町議会臨時会
13：00 応急仮設住宅２期分入居開始（41戸）

震災からのできごと
11月１日 ㈭ ～ 30日㈮

残った災害ごみを拾う参加者

役場前で町職員らが黙とう

入居者へ鍵の引き渡し

引っ越しボランティア

北海道胆振東部地震北海道胆振東部地震H30.9.6

11
月
15
日
、天
皇
、
皇
后
両
陛
下

が
厚
真
町
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

東
和
生
活
会
館
前
か
ら
吉
野
地
区

の
被
災
状
況
を
ご
視
察
さ
れ
た
後
、

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ
く
り
で
被
災

者
へ
の
お
見
舞
い
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
災
害
対
応
に
尽
力

さ
れ
た
方
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
ま
し
た
。東和生活会館前総合ケアセンターゆくり前
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住
ま
い
や
身
の
回
り
の
こ
と

■
り
災
証
明
書
の
発
行

住
宅
等
の
被
害
程
度
を
証
明
し
ま
す
。
証
明
書
判
定
基
準

に
よ
り
、
各
種
制
度
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問□ 

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１

■
被
災
証
明
書
の
発
行

保
険
金
等
の
請
求
、
各
種
融
資
等
の
申
請
、
補
助
金
申
請

な
ど
、
関
係
機
関
か
ら
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
必
要
に

な
り
ま
す
。

問□ 

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１

■
応
急
仮
設
住
宅

り
災
証
明
全
壊
〇
大
規
模
※
半
壊
※
一
部
※

民
間
賃
貸
住
宅
を
み
な
し
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
、
プ
レ

ハ
ブ
式
仮
設
住
宅
を
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

※
住
宅
と
し
て
再
利
用
が
で
き
ず
居
住
で
き
な
い
場
合
は「
大

規
模
半
壊
」「
半
壊
」「
一
部
損
壊
」
の
場
合
も
対
象
で
す
。

問□ �

建
設
課
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
３
２
５

■
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

り
災
証
明
全
壊
※
大
規
模
〇
半
壊
〇
一
部
－

壊
れ
た
住
宅
の
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分
の

応
急
的
な
修
理
を
支
援
し
ま
す
。

※
応
急
修
理
に
よ
り
居
住
が
可
能
と
な
る
場
合
は
「
全
壊
」

の
場
合
も
対
象
で
す
。

問□ �

建
設
課
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
３
２
５

■
被
災
住
宅
の
解
体
撤
去

り
災
証
明
全
壊
〇
大
規
模
△
半
壊
△
一
部
－

り
災
証
明
に
よ
り
全
壊
と
判
定
さ
れ
た
個
人
の
家
屋
や
中

小
企
業
の
事
業
所
を
解
体
撤
去
し
ま
す
。

※
「
半
壊
」「
大
規
模
半
壊
」
と
判
定
さ
れ
た
も
の
は
、
一

部
補
助
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談

く
だ
さ
い
。

受□ 
平
成
31
年
３
月
2９
日（
金
）ま
で
※
延
長

問□ �
町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

被
災
家
屋
解
体
ダ
イ

ヤ
ル 
☎
０
８
０
－
２
８
７
３
－
０
４
８
９

■
復
旧
作
業
実
施
に
伴
う
倒
木
の
撤
去

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

道
路
、
河
川
、
農
地
、
宅
地
、
山
地
等
の
復
旧
作
業
に
よ

り
発
生
し
て
い
る
倒
木
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。
撤
去
に
異
議

の
あ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問□ 

産
業
経
済
課
農
林
業
グ
ル
ー
プ 
☎
２
７
－
２
４
１
９

お
金
に
関
す
る
こ
と

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
※
一
部
－

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
世
帯
を
対
象
に
、
支

援
金
（
基
礎
支
援
金
・
加
算
支
援
金
）
を
支
給
し
ま
す
。

受□ �

基
礎
支
援
金
…
平
成
31
年
10
月
５
日（
土
）ま
で
、
加
算

支
援
…
平
成
33
年
10
月
５
日（
火
）ま
で
□

問□ 

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
－
７
８
７
２

■
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
等
が
、
就
労
や
児
童
の
就
学
な
ど

で
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

問□ �

胆
振
総
合
振
興
局
社
会
福
祉
課
子
ど
も
子
育
て
支
援
係 

☎
０
１
４
３
－
２
４
－
９
８
４
５

■
年
金
担
保
貸
付

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
労
災
年
金
を
担
保
に
、
保
健
・

医
療
や
住
宅
改
修
資
金
な
ど
を
貸
し
付
け
ま
す
。

問□ 

□�○独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構 

☎
０
３
－
３
４
３
８
－

０
２
２
４

■
恩
給
担
保
貸
付

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

恩
給
等
を
担
保
に
教
育
費
や
居
住
関
係
費
、
事
業
資
金
等

を
貸
し
付
け
ま
す
。

問□ �

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
室
蘭
支
店 

☎
０
１
４
３
－
４
４

－
１
７
３
１

■
災
害
復
興
住
宅
融
資

り
災
証
明
全
壊
〇
大
規
模
〇
半
壊
〇
一
部
－

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
方
が
住
宅
を
建
設
・

購
入
・
補
修
す
る
た
め
の
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

受□ �

平
成
32
年
９
月
５
日（
土
）ま
で
□

問□ �

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構 

☎
０
１
２
０
－

０
８
６
－
３
５
３

■
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

　
一
般
財
団
法
人
自
然
災
害
被
災
者
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
運
営
機
関
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り

住
宅
ロ
ー
ン
の
免
除
・
減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
が
あ

り
ま
す
。

問□ �

全
国
銀
行
協
会
相
談
室 

☎
０
５
７
０
－
０
１
７
－

１
０
９

■
義
援
金
の
配
分

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
〇
半
壊
〇
一
部
○

厚
真
町
・
北
海
道
へ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
を
配
分

し
ま
す
。

受□ �

12
月
３
日（
月
）～
12
月
14
日（
金
）	住
家
被
害
の
う
ち

「
半
壊
に
至
ら
な
い
家
屋
（
家
財
被
害
を
含
む
）」
の
判

定
を
受
け
た
方
（
対
象
地
域
：
幌
内
、
富
里
、
高
丘
、

吉
野
、
東
和
、
桜
丘
、
朝
日
、
本
郷
、
幌
里
地
区
）

受□�

□

 

12
月
17
日（
月
）～
12
月
27
日（
木
）…
住
家
被
害
の
う
ち

「
半
壊
に
至
ら
な
い
家
屋
（
家
財
被
害
を
含
む
）」
の
判
定

を
受
け
た
方
（
対
象
地
域
：
京
町
、
表
町
、
新
町
、
本
町
、

錦
町
、
宇
隆
地
区
）

受□�

□

 

平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）～
１
月
18
日（
金
）…
住
家
被

害
の
う
ち
「
半
壊
に
至
ら
な
い
家
屋（
家
財
被
害
を
含
む
）」

の
判
定
を
受
け
た
方
（
対
象
地
域
：
美
里
、
豊
沢
、
上
野
、

豊
川
、
共
栄
、
富
野
、
上
厚
真
地
区
）

受□�

□

 

平
成
31
年
１
月
21
日（
月
）～
１
月
31
日（
木
）…
住
家
被

害
の
う
ち
「
半
壊
に
至
ら
な
い
家
屋（
家
財
被
害
を
含
む
）」

の
判
定
を
受
け
た
方
（
対
象
地
域
：
共
和
、
厚
和
、
鯉
沼
、

浜
厚
真
、
軽
舞
、
豊
丘
、
鹿
沼
地
区
）

※
人
的
被
害
、住
家
被
害
の
う
ち「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半

壊
」
の
判
定
を
受
け
た
方
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。□

問□ 

総
務
課
財
政
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１

役
所
の
手
続
き
の
こ
と

■
国
税
の
特
別
措
置

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
に
よ
り
被
害
が
あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
国
税
の
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
。

問□ 

苫
小
牧
税
務
署 

☎
０
１
４
４
－
３
２
－
３
１
６
５

■
道
税
の
特
別
措
置

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
に
よ
り
被
害
が
あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
道
税
の
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
。

問□ �

苫
小
牧
道
税
事
務
所 

☎
０
１
４
４
－
３
２
－
５
１
７
８

（
個
人
事
業
税
）、
☎
０
１
４
４
－
３
２
－
５
１
９
０

（
不
動
産
取
得
税
）
☎
０
１
４
４
－
３
２
－
５
１
９
１

（
道
税
の
納
税
）、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部 

☎

０
１
１
－
７
４
６
－
１
１
９
３
（
自
動
車
税
）

■
町
税
の
特
別
措
置
　
　

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
に
お
住
ま
い
の
方
や
事
務

所
も
し
く
は
事
業
所
を
有
す
る
方
の
９
月
６
日
以
降
に
到
来

す
る
町
道
民
税
（
特
別
徴
収
分
を
除
く
）
と
固
定
資
産
税
の

申
告
、
申
請
、
請
求
、
届
出
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
、
納
付

ま
た
は
徴
収
に
関
す
る
期
限
を
延
長
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。
な
お
、
各
期
別
の
口
座
振
替

は
通
常
通
り
実
施
し
ま
す
。

問□ 

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１

■
年
金
手
帳
な
ど
を
紛
失
し
た
と
き
・
国
民
年
金
等
の
保
険

料
が
払
え
な
い
と
き

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
－

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

る
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
、
そ
の
方
の
財
産
に
係
る
損
害

が
２
分
の
１
以
上
の
場
合
（
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
の
方

等
）
は
、
申
請
を
す
る
と
平
成
30
年
８
月
分
～
平
成
32
年
６

月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問□ �

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
－
７
８
７
１
、

日
本
年
金
機
構
苫
小
牧
年
金
事
務
所 

☎
０
１
４
４
－

３
６
－
６
１
３
５

■
登
記
済
証
、
登
記
識
別
情
報
を
紛
失
し
た
と
き

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
－
一
部
※

登
記
済
証
（
権
利
証
）、
登
記
識
別
情
報
を
紛
失
し
た
場

合
、
不
動
産
の
売
買
、
贈
与
、
抵
当
権
設
定
時
に
他
の
方
法

で
所
有
者
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問□ �

札
幌
法
務
局
苫
小
牧
支
局 

☎
０
１
４
４
－
３
４
－

７
４
０
３

■
運
転
免
許
証
を
紛
失
し
た
と
き

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
に
よ
り
自
動
車
運
転
免
許
証
を
汚
損
、
紛
失
し
た
場

合
は
再
交
付
で
き
ま
す
。
ま
た
再
交
付
手
数
料
が
免
除
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問□ �

苫
小
牧
警
察
署 

☎
０
１
４
４
－
３
５
－
０
１
１
０
、
運

転
免
許
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス 

☎
０
１
１
－
６
９
９
－

８
６
５
４

■
各
種
証
明
書
の
発
行

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
－

各
種
手
続
き
に
使
用
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
手
数

料
を
免
除
し
ま
す
。

問□ �

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
－
７
８
７
１
、

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
等

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
－

住
居
の
被
害
に
あ
っ
た
方
を
対
象
に
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
に
つ
い
て
減
免
、
ま
た
は
分
割
納
付
・
納
付
猶
予
を
行

い
ま
す
。

問□ 

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
－
７
８
７
１

■
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

災
害
に
よ
り
住
宅
等
に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
所
得
制
限

に
よ
っ
て
一
部
ま
た
は
全
部
停
止
に
な
っ
て
い
た
児
童
扶
養

手
当
を
全
部
支
給
と
な
る
よ
う
申
請
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
胆
振
東
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
へ
の
支
援
情
報
で
す
。
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受□ �

…
受
付
期
間　
　
問□ 

…
問
い
合
わ
せ

被
災
者
支
援
情
報

〈
概
要
版
〉
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問□ 

町
民
福
祉
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
☎
２
６
－
７
８
７
２

■
自
動
車
に
被
害
を
受
け
た
と
き

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
し
た
自
動
車
を
処
分
し
、
代
替
自
動
車
を
購
入
し
た

場
合
、
自
動
車
取
得
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
自

動
車
の
重
量
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

問□ �

室
蘭
運
輸
支
局 
☎
０
５
０
－
５
５
４
０
－
２
０
０
４
、
軽

自
動
車
検
査
協
会
室
蘭
事
務
所 

☎
０
５
０
－
３
８
１
６

－
１
７
６
６

■
医
療
機
関
受
診
時
の
一
部
負
担
金
免
除

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
△

一
定
の
被
害
が
あ
っ
た
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
免
除
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
12

月
31
日（
月
）ま
で
の
受
診
が
対
象
で
、
９
月
～
1１
月
に
医
療

機
関
を
受
診
し
た
方
に
は
、
償
還
払
い
を
行
い
ま
す
。

問□ 

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
－
７
８
７
１

■
飲
用
井
戸
の
水
質
検
査

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
の
影
響
に
よ
り
新
た
に
飲
用
水
の
検
査
が
必
要
に
な

っ
た
方
を
対
象
に
飲
用
井
戸
の
水
質
検
査
手
数
料
を
減
免
・

補
助
し
ま
す
。

受□ 【
減
免
】
12
月
５
日（
水
）ま
で

　

 【
補
助
】
平
成
31
年
３
月
2９
日（
金
）ま
で

問□ �

北
海
道
苫
小
牧
保
健
所 

☎
０
１
４
４
－
３
４
－
４
１
６
８

■
飲
用
井
戸
等
給
水
施
設
整
備
事
業
補
助
金

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

未
給
水
区
域
の
住
宅
に
居
住
す
る
（
ま
た
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
）
方
の
う
ち
、
飲
用
水
等
の
給
水
施
設
を
新
設
し
よ

う
と
す
る
方
、
災
害
等
に
よ
り
枯
渇
、
汚
染
ま
た
は
破
損
し
、

飲
用
水
等
の
確
保
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
施
設
を
所
有
す

る
方
の
飲
用
井
戸
等
の
給
水
施
設
整
備
の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

問□ 

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
２
６
－
７
８
７
１

■
農
業
用
井
戸
等
給
水
施
設
整
備
事
業
補
助
金

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

未
給
水
区
域
で
農
業
経
営
を
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
給
水

施
設（
農
業
用
水
等
の
確
保
の
た
め
農
業
用
井
戸
等
の
取
水
、

導
水
、
送
水
お
よ
び
配
水
の
施
設
）
を
新
設
し
よ
う
と
す
る

方
、
既
設
の
水
源
が
災
害
等
に
よ
り
枯
渇
、
汚
染
ま
た
は
破

損
し
、
農
業
用
水
等
の
確
保
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
施
設

を
所
有
す
る
方
の
農
業
用
井
戸
等
の
給
水
施
設
整
備
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問□ 

産
業
経
済
課
農
林
業
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
１
９

■
こ
ど
も
園
利
用
者
負
担
金
等
の
免
除

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
○

平
成
30
年
９
月
中
の
こ
ど
も
園
の
使
用
に
係
る
利
用
者
負

担
等
を
免
除
し
ま
す
。

ま
た
、
震
災
等
で
居
住
す
る
家
屋
等
に
損
害
が
あ
っ
た
場

合
、
こ
ど
も
園
の
利
用
者
負
担
額
を
減
免
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

受□ 

12
月
28
日（
金
）ま
で

■
こ
ど
も
園
の
給
食
費
・
教
材
費
の
援
助

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
－

住
居
が
被
災
し
た
保
護
者
の
方
に
、
こ
ど
も
園
の
給
食
費

お
よ
び
教
材
費
に
つ
い
て
援
助
し
ま
す
。

受□ 

12
月
28
日（
金
）ま
で

問□ 

町
民
福
祉
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
☎
２
６
－
７
８
７
２

■
栄
養
士
・
調
理
師
免
許
に
関
す
る
手
数
料
の
免
除

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
に
よ
り
栄
養
士
・
調
理
師
免
許
証
を
亡
失
・
汚
損
し

た
方
等
に
対
し
、
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
各
種
手
数
料
を
免

除
し
ま
す
。

問□ 

北
海
道
苫
小
牧
保
健
所 

☎
０
１
４
４
－
３
４
－
４
１
６
８

民
間
の
手
続
き
の
こ
と

■
法
律
相
談

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
、
無
料
電
話
法
律
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問□ �

札
幌
弁
護
士
会 

☎
０
１
２
０
－
３
２
５
－
１
０
４
（
受

付
時
間
：
平
日
…
13
時
～
19
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

…
13
時
～
16
時
）、
札
幌
司
法
書
士
会 

☎
０
１
２
０
－

１
１
５
－
５
５
９
（
受
付
時
間
：
10
時
～
16
時
、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
除
く
）

 

教
　
育

■
就
学
援
助

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
－

町
内
に
在
住
で
、
町
内
の
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生

徒
が
い
る
方
で
、
地
震
で
住
家
に
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け

た
方
ま
た
は
地
震
に
よ
り
離
職
・
休
職
せ
ざ
る
を
え
な
く
家

計
が
急
変
し
た
方
に
就
学
援
助
を
行
い
ま
す
（
す
で
に
就
学

援
助
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）。

受□ 

12
月
28
日
（
金
）
ま
で
□

問□ �

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７

－
２
４
９
４

事
業
者
の
方
へ

■
中
小
企
業
者
向
け
融
資
制
度

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

今
回
の
災
害
が
原
因
で
売
上
高
等
が
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
措
置
を
行
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
地
震
災
害
等
に
よ
り
、
厚
真
町
は
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
保
障
第
４
号
に
お
け
る
指
定
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

問□ �

産
業
経
済
課
経
済
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
６

予
定
さ
れ
て
い
る
支
援
制
度

※
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
災
害
弔
慰
金
・
災
害
障
害
見
舞
金

（
町
）災害

に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
町
民
の
方

の
ご
遺
族
に
対
し
て
、
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
災

害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
（
対
象
者
に

は
町
か
ら
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
し

ま
す
）。

問□ 

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎

２
６
－
７
８
７
２

■
災
害
弔
慰
金
・
見
舞
金
（
北
海
道
）

災
害
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
遺

族
や
重
傷
者
ご
本
人
に
対
し
て
、
北
海

道
災
害
弔
慰
金
等
支
給
要
綱
に
基
づ

き
、
災
害
弔
慰
金
・
見
舞
金
を
支
給
し

ま
す
。

■
住
宅
被
害
見
舞
金
（
北
海
道
）

災
害
に
よ
り
自
己
所
有
の
家
屋
な
ら

び
に
借
家
に
居
住
し
被
災
し
た
世
帯
主

に
対
し
、
北
海
道
自
然
災
害
に
伴
う
住

家
被
害
見
舞
金
支
給
要
綱
に
基
づ
き
、

住
家
被
害
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
等
経
営
・
金
融
支
援
施
策
説
明
会
・
相
談
会

地
震
災
害
に
よ
り
、
国
税
に
つ
い
て
の
申

告
、
申
請
、
請
求
、
納
税
な
ど
を
期
限
ま
で

に
で
き
な
い
と
き
は
、
所
轄
税
務
署
長
へ
の

申
請
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
期
限
の
延
長
や

納
税
の
猶
予
な
ど
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

1
申
告
、
納
付
な
ど
の
期
限
延
長

2
納
税
の
猶
予

3
予
定
納
税
額
の
減
額

4�

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
軽
減

ま
た
は
免
除

5
相
続
税
・
贈
与
税
の
軽
減
・
免
除

6
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
ま
た
は
還
付

7�

災
害
等
に
よ
る
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
届

出
に
係
る
特
例

8�

被
災
酒
類
等
に
係
る
酒
税
相
当
額
の
救
済

措
置

9
納
税
証
明
書
の
無
料
発
行

⃝

問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
税
務
署
（
☎
０
１
４
４
－
３
２
－

３
１
６
５
）

地
震
災
害
に
関
し
、
経
営
に
影
響
を
受

け
た
中
小
企
業
者
等
を
対
象
に
、
経
営
・

金
融
に
関
す
る
施
策
説
明
会
・
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

融
資
、
雇
用
、
法
務
、
経
営
な
ど
、
関

係
機
関
に
直
接
、
相
談
・
質
問
な
ど
が
で

き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
日
時

12
月
18
日（
火
）13
時
30
分
～
16
時
30
分 

※
説
明
会
は
２
回
実
施（
①
14
時
～
、
②
15

時
30
分
～
）

◦
場
所

青
少
年
セ
ン
タ
ー　
２
階

◦
問
い
合
わ
せ

胆
振
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部
商
工

労
働
観
光
課
（
☎
０
１
４
３-

２
４-

９
５
８
９
）（
担
当
：
目
黒･

戸
田
）

参
加
機
関
（
相
談
内
容
）

❖�

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
〔
個
人
企
業
や
小
規
模
・

中
小
企
業
向
け
の
融
資
〕

❖
北
海
道
信
用
保
証
協
会〔
融
資
の
際
の
保
証
制
度
〕

❖
北
海
道
財
務
局〔
金
融
機
関
と
の
お
取
引
〕

❖
北
海
道
経
済
産
業
局〔
中
小
企
業
支
援
施
策
〕

❖�

苫
小
牧
公
共
職
業
安
定
所〔
雇
用
保
険
や
各
種
助

成
金（
雇
用
関
係
）〕

❖
苫
小
牧
労
働
基
準
監
督
署〔
労
働
条
件
や
労
災
関
係
〕

❖�（
公
財
）北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー〔
設

備
貸
与
、
補
助
金
な
ど
中
小
企
業
へ
の
総
合
支
援
〕

❖
北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会〔
法
律
関
係
全
般
〕

❖
北
海
道
行
政
書
士
会〔
各
種
書
類
作
成
、
契
約
〕

❖
厚
真
町〔
町
の
各
種
支
援
施
策
の
案
内
〕

❖�

北
海
道
商
工
会
連
合
会
・
厚
真
町
商
工
会（
経
営

指
導
員
に
よ
る
金
融
、
税
務
等
全
般
的
な
経
営
相

談
〕

❖�

北
海
道
庁〔
北
海
道
の
融
資
制
度（
災
害
融
資
等
）、

信
用
保
証
料
補
助
〕

平成30年北海道胆振東部地震で被害された皆さまへ、主な支援制度を取りまとめた
ガイドブックを作成しました。制度の詳細や活用方法は各担当へお問い合わせください。

毎月第２・第４金曜日　※内容を追加・変更した場合に発行します。

・町内全戸配布　�シルバー人材センターから各自治会へ配布されます。 
追加・変更がない場合は配布がありません。

・窓 口 設 置　�役場、総合ケアセンターゆくり、青少年センター、上厚真支所

問い合わせ　総務課災害復興グループ　☎27-2321

発 行 日

配布方法

生活再建に向けた支援ガイドブックを発行しています。



Ｈ30.12 2018.129 8

町民福祉課 福祉グループ☎ 26-7872
（総合ケアセンターゆくり内）

建設課 土木グループ　☎ 27‒2451

高齢者等の冬の生活支援

雪捨て場について

冬期間の家庭用暖房費の一部を助成します。

雪捨て場をご利用ください。

○雪捨て場について
雪捨て場は右図のとおり、厚真川右岸の厚真浄化センター手
前（河川敷）に確保していますのでご利用ください。なお、搬
入の際はゴミや土砂などを混入しないようご協力お願いします。

○対象
①高齢者世帯等
65歳以上の高齢者（平成31年３月31日までに65
歳以上となる方）世帯または65歳以上の高齢者と満
18歳未満の方のみで構成する世帯で、平成29年分
の年金収入額と世帯のその他の合計所得金額の合計
額が次に掲げる額以下の世帯
ア．単身世帯…120万円以下　
イ．２人以上の世帯…160万円以下
②ひとり親世帯
義務教育終了前児童生徒がいる世帯で、平成29年
分の合計所得金額が240万円以下の世帯
③障がい者がいる世帯
世帯に障害者年金を受給者がおり、平成29年分の
年金収入額と世帯のその他の合計所得金額の合計額
が240万円以下の世帯
〈支給対象外となる世帯〉
・生活保護世帯
・施設入所世帯
・税法上の扶養控除を受けている世帯
・医療保険の被用者保険の被扶養者となっている世帯
・同一家屋に居住し世帯分離をしている世帯

○助成額
１世帯　２万1,000円（口座振込）

○必要書類
・厚真町高齢者等の冬の生活支援金支給申請書
・印鑑

○受付期間
平成31年１月７日（月）～３月29日（金）

○受け付け
町民福祉課福祉グループ（総合ケアセンターゆくり内）
上厚真支所
※体が不自由で交通手段が確保できないなど申請が
困難な場合は、担当地区の民生委員に申請用紙を提
出するか、上記に郵送してください。

○除雪作業のときには
これから除雪の時期になります。町道や道道、歩道に車な
どの障害物を置かないようにお願いします。

お知らせ

災害に便乗した悪質商法
これまで全国的にみて、地震や大規模災害が発生した後、点検商法や便乗商法な

ど、災害に便乗した悪質商法による消費者トラブルが発生することが多くありました。
悪質商法は災害発生地域だけが狙われるとは限りません。災害に便乗した悪質商

法には十分に注意してください。

公的機関を思わせる名称を用いて消費者宅を訪問したり
ハガキを送り義援金名目のお金を求める。

 「家屋の修理費用は火災保険の保険金で全額支払える」
などと言って修理契約を締結し、高額な手数料を請求する。

解約しようとすると高額な解約料を請求する。

事業者からその場で契約を提案されても、もう一度よく考える
ことが大切です。本当にそれが必要かどうか分からなければ、
家族や周りの人などに相談してください。

契約しても、クーリング・オフや
契約の取り消しができる場合があります。
少しでも疑問や不安を感じた場合や、消費生活でのトラブルで
どこに相談してよいか分からない場合には、一人で悩まずに
消費者ホットライン（局番なしの１８８）をご利用ください。

☎１８８（局番なし）消費者ホットライン

相談・問い合わせ

 「当社と被災家屋の修理契約すれば、行政から補助金が出る」
などと虚偽の勧誘を行い、

壊れた住宅の屋根や壁の修理契約を締結する。

ご注意ください！

過去の災害時にみられた事例

被害に遭わないために

2018.12 8
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国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
（
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
）
に
つ
い
て
は
、
災
害
等
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
納
付
が

困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
制
度
（
特

例
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
災
害
に
よ
り
被
災
し
、
住
宅
、

家
財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
お
お
む

ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
こ
と

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年
金

情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認
、
将
来

の
年
金
見
込
額
の
試
算
、
電
子
版
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
各
種
通
知
書
の

確
認
や
再
交
付
申
請
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
版
の
一
部
サ
ー
ビ

ス
の
み
が
利
用
可
能

○
ご
利
用
登
録
は
と
っ
て
も
簡
単

①
登
録
す
る

初
め
て
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
と
き
は
、
ご
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
新
規
登
録
画
面
か

ら
、
次
の
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

ア
ク
セ
ス
キ
ー
（
平
成
30
年
度
ね
ん

き
ん
定
期
便
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い

る
17
ケ
タ
の
番
号
）

・�

基
礎
年
金
番
号
（
年
金
手
帳
な
ど
に

記
載
さ
れ
て
い
る
10
ケ
タ
の
番
号
）

・
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別

・�

郵
便
番
号
、
住
所
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど

※
ア
ク
セ
ス
キ
ー
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
ご
本
人

確
認
を
行
い
、
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
を
お
届
け

し
ま
す
。
ご
利
用
登
録
の
日
か
ら
お
お

む
ね
５
日
程
度
で
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
ユ
ー

ザ
Ｉ
Ｄ
を
記
載
し
た
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま

す
。

②
ロ
グ
イ
ン
す
る

発
行
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
と
、
パ
ス

ワ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
へ
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
－
０
５
８
－
５
５
５

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
国
民
年
金
保
険

料
を
申
告
す
る
た
め
に
控
除
証
明
書
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
１
月
１
日
～
10
月
１
日
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
へ
は
、
平
成

30
年
10
月
31
日
に
控
除
証
明
書
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

平
成
30
年
９
月
下
旬
～
10
月
上
旬
に
か
け
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
一
部
の
方
は
、
平
成
30
年
11
月
８
日
に
控

除
証
明
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
２
日
～
12
月
31
日
の

間
に
、
平
成
30
年
中
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

２
月
４
日
に
控
除
証
明
書
を
発
送
す
る
予
定
で

す
。

   

控
除
証
明
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
年
金
事
務
所

☎
０
１
４
４
－
３
６
－
６
１
３
５

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
－
０
０
３
－
０
０
４

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

し
く
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇ 

申
請
に
必
要
な
書
類

①
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
申
請
書

申
請
書
は
町
民
福
祉
課
町
民
生

活
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。
申
請

書
に
は
押
印
す
る
箇
所
が
あ
り
ま

す
の
で
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
り
災
証
明
書
、
ま
た
は
被
害
農

林
漁
業
者
等
と
認
定
さ
れ
た
被
害

認
定
書
の
写
し

り
災
証
明
書
等
に
よ
り
、
損
害

の
程
度
を
確
認
し
ま
す
。

※
り
災
証
明
書
等
が
無
い
場
合
や
、

り
災
証
明
書
等
で
損
害
の
程
度
が

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
国
民
年

金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

に
係
る
被
災
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
被
災
に
よ
る
損
害
状

況
（
財
産
等
に
お
お
む
ね
２
分
の

１
以
上
の
損
害
が
あ
る
こ
と
）
を

確
認
す
る
た
め
、
財
産
等
の
金
額

お
よ
び
損
害
額
等
の
必
要
事
項
を

記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

③
保
険
金
・
損
害
賠
償
金
等
の
支

給
金
額
等
を
確
認
で
き
る
証
明
書

の
写
し

保
険
金
・
損
害
賠
償
金
等
が
支

給
さ
れ
る
場
合
は
必
要
で
す
。

◇ 

提
出
先

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
苫
小
牧
年
金
事
務
所
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
本
人
以

外
の
方
が
提
出
す
る
場
合
は
、
本

人
か
ら
の
「
委
任
状
」
が
必
要
で

す
）。

◇ 

免
除
さ
れ
る
期
間
等

今
回
の
地
震
災
害
に
よ
り
免
除

が
承
認
さ
れ
る
期
間
は
、
平
成
30

年
８
月
分
～
平
成
32
年
６
月
分
と

な
り
ま
す
。

※
免
除
申
請
は
年
度
単
位
で
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

現
時
点
で
は
平
成
30
年
８
月
～
平

成
31
年
６
月
分
の
申
請
と
な
り
ま

す
。
平
成
31
年
７
月
分
～
平
成
32

年
６
月
分
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
７
月
以
降
に
あ
ら
た
め

て
申
請
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◇ 

減
額
さ
れ
る
年
金
額
を
増
や

す
に
は

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

に
よ
り
、
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
と
同
じ
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

地
震
で
被
災
し
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は

申
請
に
よ
り
納
付
を

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
９
月
の
地
震
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し
て
、

将
来
の
生
活
設
計
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

申請・相談・問い合わせ
町民福祉課 町民生活グループ　☎26‒7871

（総合ケアセンターゆくり内）

日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144‒36‒6135

KOKUMIN NENKIN

平成30年度の国民年金保険料
月額16,340円 

納付は口座振替が便利です。
また、前納すると割引があり、お得です。
納付が難しい方は、免除申請ができます。

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す

年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
を

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
確
認
で
き
ま
す
！
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２
こども園つみき・宮の森こども園
①保育士〔14人〕　②子育て支援員〔4人〕
③代替保育補助員〔若干名〕

応募資格
保育士の資格を有する方か資格取得見込みの方、
子育て支援員資格を有する方、または保育業務に
関心のある方

時 間
①②

イ７時30分～18時30分のうち７時間45分
ロ�７時30分～18時30分のうち３時間45分～
７時間30分

③ ７時30分～18時30分のうち７時間45分
（シフトにより勤務時間の変更あり）

勤 務 日 ①② 日曜・祝日を除く週６日間のうち５日間③ シフトによる

賃 金

① イ月額165,700円～※（賞与あり）
ロ�月額80,180円～月額160,350円（賞与あり）

② イ月額156,800円（賞与あり）
ロ�月額75,870円～月額151,740円（賞与あり）

③ （有資格者）時給920円～時給970円（無資格者）時給900円

勤務期間 ①②
平成31年４月１日～平成31年９月30日
（平成32年３月31日まで更新の場合あり）

③ 平成31年４月１日～平成32年３月31日

３ ①宮の森こども園清掃員
②厚南児童会館清掃員 ｝〔３人〕

応募資格 健康で熱意のある方
時 間 ①12時30分～17時00分②８時30分～11時30分
勤 務 日 日曜・祝日を除く日
賃 金 時給860円
勤務期間 平成31年４月１日～平成32年３月31日

１ 臨時事務職員
子育て支援グループ〔2人〕他部署各〔1人〕

勤 務 先

・�町民福祉課（町民生活グループ、子育て支援グループ）
・まちづくり推進課（町史編さん）
・産業経済課（観光振興）
・上厚真支所
・�教育委員会（社会教育グループ、スポーツセンター）

応募資格 普通自動車免許を有していてパソコン（文書作成ソフト・表計算ソフト）を操作できる方
時 間 ８時30分～17時30分のうちの７時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額149,300円（賞与あり）
勤務期間 平成31年４月１日～平成31年９月30日（平成32年３月31日まで更新の場合あり）

４ こども園つみき・宮の森こども園
①調理員〔1～2人〕②調理員補助員〔若干名〕

応募資格 調理師免許を有する方か取得見込みの方、または調理業務に関心のある方

時 間
① ７時30分～18時30分のうち３時間45分～6時間
② ７時30分～18時30分のうち６時間（シフトにより勤務時間の変更あり）

勤 務 日 ① 日曜・祝日を除く週6日間のうち5日間② シフトによる

賃 金 ① 月額72,240円～月額115,590円（賞与あり）② 時給880円

勤務期間 ①
平成31年４月１日～平成31年９月30日
（平成32年３月31日まで更新の場合あり）
② 平成31年４月１日～平成32年３月31日

５
厚真子育て支援センター・厚南子育て支援センター
①保育士〔若干名〕　②子育て支援員〔若干名〕
③代替保育補助員

応募資格
保育士の資格を有する方か資格取得見込みの方、
子育て支援員資格を有する方、または子育て支援
業務に関心のある方

時 間
①② ８時30分～17時30分のうち３時間45分～６時間
③ ８時30分～17時30分のうち６時間
（シフトにより勤務時間の変更あり）

勤 務 日 ①② 土曜・日曜・祝日を除く毎日③ シフトによる

賃 金
① 月額80,180円～月額128,280円（賞与あり）
② 月額75,870円～月額121,390円（賞与あり）
③ （有資格者）時給920円～時給970円（無資格者）時給900円

勤務期間 ①②
平成31年４月１日～平成31年９月30日
（平成32年３月31日まで更新の場合あり）

③ 平成31年４月１日～平成32年３月31日

６ 大沼野営場　管理人〔１人〕
応募資格 普通自動車免許を有する方
時 間 １日４時間
勤 務 日 5・10月…10日間　6月～9月…月23日間
賃 金 時給1,050円
勤務期間 平成31年５月１日～平成31年10月31日

７ 本郷こぶしの湯前広場　清掃員〔１人〕
応募資格 健康で熱意のある方、普通自動車免許を有する方
時 間 １日１時間30分以内（月42時間以内）
勤 務 日 町の指示した日（月26日）
賃 金 時給860円
勤務期間 平成31年４月15日～平成31年10月31日

８ 公園等維持管理業務〔若干名〕
応募資格 普通自動車免許（AT限定不可）を有する方
時 間 ８時30分～17時30分のうちの７時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額178,200円～（賞与あり）
勤務期間 平成31年４月１日～平成31年11月30日

10
各小中学校スクールバス
①運行業務運転手〔３人〕
②代替運転手〔若干名〕

応募資格 大型自動車免許を取得している方
時 間 ６時30分～18時30分のうちの７時間45分

勤 務 日 ① 土曜・日曜・祝日を除く毎日② 町が指示した日

賃 金 ① 月額178,200円（賞与あり）② 日額 8,300円

勤務期間 ①
平成31年４月１日～平成31年９月30日
（平成32年３月31日まで更新の場合あり）
② 平成31年４月１日～平成32年３月31日

９ 各小中学校特別支援教育支援員〔１人〕

応募資格 教員免許を有する方
時 間 8時30分～15時15分のうち指示のある時間
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 時給1,290円
勤務期間 平成31年４月１日～平成31年９月30日（平成32年３月31日まで更新の場合あり）

11 学校給食センター
①調理員〔７人〕　②代替調理員〔若干名〕

応募資格 調理師免許を有する方、または取得見込みの方
時 間 7時45分～16時30分

勤 務 日 ① 土曜・日曜・祝日を除く毎日② 町が指示した日

賃 金 ① 月額149,300円（賞与あり）② 時給880円

勤務期間 ①
平成31年４月１日～平成31年９月30日
（平成32年３月31日まで更新の場合あり）
② 平成31年４月１日～平成32年３月31日

12
学校給食センター
①配送車運転手〔２人〕
②代替配送運転手〔若干名〕

応募資格 普通自動車免許を有する方
時 間 通常…10時～15時、週１回…10時～16時

勤 務 日 ① 土曜・日曜・祝日を除く毎日② 町が指示した日

賃 金 ① 月額119,550円② 時給1,050円
勤務期間 平成31年４月１日～平成32年３月31日

13 学校給食センター　清掃員〔１人〕
時 間 7時～10時
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 時給860円
勤務期間 平成31年４月１日～平成32年３月31日

平成 31 年度
町臨時職員募集14

厚真地区・上厚真地区　放課後児童クラブ
①支援員（月額嘱託）〔２人〕　②支援員（月額者）〔３人〕
③支援員（時給）〔８人〕

応募資格

イ放課後児童支援員の資格を有する方
ロ�保育士、社会福祉士、児童厚生員、幼稚園・小学校・中学
校・高等学校教諭等の資格を有する方か取得見込みの方
ハ�放課後児童クラブ（学童保育）等の業務に２年以上従事した
経験のある方、または４年制大学において社会福祉学、心
理学、教育学、社会学、芸術学もしくは体育学を専修する
学科またはこれらに相当する課程を修めて卒業した方
ニ�放課後児童クラブ（学童保育）の業務に関心のある方
ただし、①への応募はイ、②への応募はイ、ロ、ハのいずれ
かを満たしている必要があります。

時 間

①

・�学校開業日…10時～18時30分のうち５時間45分
・�学校休業日（土曜日除く）…７時30分～18時30分のうち
７時間45分
・�土曜日…７時30分～18時30分のうち５時間45分または
７時間45分

（配置人数により勤務時間の変更あり、週38時間45分以
内、所定の勤務時間を超えて勤務する場合は別途支給）

②

・学校開業日…10時～18時30分のうち５時間30分
・�学校休業日（土曜日除く）…７時30分～18時30分のうち
７時間45分
・�土曜日…７時30分～18時30分のうち５時間30分または
７時間45分

（配置人数により勤務時間の変更あり、週38時間45分以
内、所定の勤務時間を超えて勤務する場合は別途支給）

③
・学校開業日…10時～18時30分のうち４時間
（下校時間の都合により勤務時間の変更あり）
・�学校休業日および土曜日…７時30分～18時30分のうち
５時間～７時間45分

勤 務 日 ①② 日曜、祝日を除く週６日間のうち５日間
③ 日曜、祝日を除く週６日間のうち原則５日間

賃 金

① 月額132,950円～※（賞与あり）

② イ・ロに該当する方…月額117,590円※（賞与あり）
ハに該当する方…月額108,510円※(賞与あり）

③ イ・ロに該当する方…時給970円
ハ・ニに該当する方…時給900円

勤務期間 ①②
平成31年４月１日～平成31年９月30日
（平成32年３月31日まで更新の場合あり）

③ 平成31年４月１日～平成32年３月31日

15 スポーツセンター　管理人〔２人〕
応募資格 健康で熱意のある方

時 間
月曜～金曜（交代制）14時30分～21時30分
土曜（14時30分で交代）８時30分～21時30分
日曜、祝日（交代制）８時30分～17時30分

勤 務 日 シフト制
賃 金 時給860円
勤務期間 平成31年４月１日～平成31年９月30日（平成32年３月31日まで更新の場合あり）

16 スポーツセンター　清掃員〔１人〕
応募資格 健康で熱意のある方
時 間 ８時～11時30分
勤 務 日 日曜・祝日を除く毎日
賃 金 時給860円
勤務期間 平成31年４月１日～平成32年３月31日

応 募 方 法　�履歴書（写真貼り付け）と、応募に際し資格を必要とするものについては、資格証明書
または資格取得見込み証明書を添えて、下記へ提出（郵送可）してください。�
なお、履歴書には必ず希望職種を明記してください。

応 募 期 限　平成31年1月18日（金）必着（郵送の場合は、同日消印のあるものまで有効）
選 考 等　選考は面接または書類選考となりますので、後日通知します。
勤 務 条 件　�賃金については、平成30年度の賃金を記載しています。�

※印の賃金については、経験年数により換算があります。�
応募がない職種または選考の結果によっては、任意採用する場合があります。�
社会保険などは、健康保険法、厚生年金法および雇用保険法に基づいて適用されます。

応募・問い合わせ　総務課総務人事グループ（〒059-1692 京町120番地　☎27-2322　内線214）
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※�各書類は町民福祉課 子育て支援グループ（総合ケアセンターゆくり内）、各こども園、上
厚真支所にあります。また、町ホームページからダウンロードすることもできます。

〔新規入園園児〕
①支給認定申請書兼こども園利用申込書
②就労証明書など（２号・3号認定の場合）
③アレルギーに関する調査票

〔継続利用園児〕
①現況届
②就労証明書など（２号・3号認定の場合）

こども園を利用するには、支給認定の申請が必要です。認定区分によって内容や利用できる
時間が異なります。

12 月 17 日（月）～ 1 月 18 日（金）

認定に
ついて

募集期間

※支給認定証の交付および入園決定通知は平成31年2月20日頃までに送付予定です。
※園児の面談および入園説明会などは、入園決定後、各こども園で行います。
※平成30年度から継続して利用する場合の提出書類は、各こども園から配布します。

４月から新たに入園を希望する園児を募集します。

【申し込み・お問い合わせ】
　町民福祉課 子育て支援グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎ 26–7872

以下の「保育の必要な事由」に保護者全員が該当すると認められる場合に、保育（2号・3号認定）
を受けることができます。また、事由により保育の必要量（利用できる時間）が判定されます。

保育の必要な事由と保育の必要量について

保育の必要な事由 保育標準時間認定 保育短時間認定
①月に48時間以上の就労 〇 〇
②妊娠中・出産後間もない 〇
③疾病・負傷・障がいを有している 〇
④同居の親族（長期間入院等を含む）の介護・看護 〇 〇
⑤震災・風水害・火災その他の災害の復旧 〇
⑥継続的な求職活動・起業の準備 〇
⑦就学・職業訓練等 〇 〇
⑧児童虐待・ＤＶ 〇
⑨�育児休業中で、すでに保育を利用している子がいて継
続利用が必要な場合（下の子が２歳になる月の末日まで） 〇

提出書類

教
育

1号認定 教育標準時間認定
教育時間 8時45 分～ 13時◦満３歳以上

◦教育を希望する場合

保
育

2号認定
「保育の必要な事由」に要する時間が

１日当たり８時間以上
保育標準時間認定
保育時間 8時～ 18時

「保育の必要な事由」に要する時間が
１日当たり４時間以上８時間まで

保育短時間認定
保育時間 8時30 分～ 16時30 分

◦満３歳以上
◦「保育の必要な事由」に該当し保育を希望する場合

3 号認定
◦生後６カ月以上満３歳未満
◦「保育の必要な事由」に該当し保育を希望する場合

平成31年度 園 児 募 集
こども園つみき 宮の森こども園

2018.12 14

年 末 年 始 ガ イ ド公共施設等
町 の 機 関

役　場　 ☎27－2321
 休み  12月29日（土）～１月６日（日）

上厚真支所 ☎28－2311
 休み  12月29日（土）～１月６日（日）

厚南会館 ☎28－2311
 休み  12月31日（月）～１月５日（土）

総合福祉センター ☎27－2327
 休み  12月30日（日）～１月６日（日）

総合ケアセンターゆくり ☎26－7871
 休み  12月29日（土） ～１月６日（日）
１月４日（金）…戸籍窓口のみ開庁（戸籍・住民基本
台帳に関する諸証明の交付、8時30分～17時30分）

総合ケアセンターゆくり　訓練室 ☎26－7871
 休み  12月29日（土） ～１月６日（日）

青少年センター・創作館 ☎27－2495
 休み  12月29日（土） ～１月６日（日）

スポーツセンター・スタードーム ☎27－3775
12月30日（日）…17時で閉館
 休み  12月31日（月）～１月５日（土）

こぶしの湯あつま ☎26－7126
12月31日（月）・１月１日（火）
〔入浴〕10時～18時　〔食事〕休み
１月２日（水）・１月３日（木）
〔入浴〕10時～20時
〔食事〕11時30分～19時30分(ラストオーダー)

まちなか交流館しゃべーる ☎29－7022
 休み  12月31日（月）～１月３日（木）

ごみ・くみ取り
ごみ収集・自己搬入　 ☎22－3151
 休み  12月31日（月）～１月３日（木）

し尿くみ取り ☎42－2120
 休み  12月29日（土）～１月６日（日）

病　院
あつまクリニック　 ☎27－2422
 休み  12月29日（土）午後～１月３日（木）

厚真歯科 ☎27－2912
 休み  12月29日（土）～１月４日（金）

桂歯科クリニック ☎26－7888
12月29日（土） …急患のみ
 休み  12月30日（日）～１月４日（金）

交　通
あつまバス　 ☎27－2311
拓勇経由(快速)  休み  12月25日（火）～1月10（木）
路線バスは通常運行

ハイヤー ☎27－2311
 休み  12月31日（月）～１月６日（日）

循環福祉バス「めぐるくん」 ☎27－2311
 休み  12月30日（日）～１月２日（水）

郵 便・金 融
厚真郵便局　 ☎27－2661
窓 口  休み  12月29日（土）～１月３日（木）
ＡＴＭ 12月29日（土）…９時～14時稼働

12月31日（月）…９時～17時稼働
 休み  12月30日（日）、1月1日（火）～3日（木）

上厚真郵便局 ☎28－2360
窓 口  休み  12月29日（土）～１月３日（木）
ＡＴＭ 12月31日（月）…９時～17時稼動

１月１日（火）～３日（木）…９時～14時稼動

軽舞郵便局 ☎28－2451
窓 口  休み  12月29日（土）～１月３日（木）
ＡＴＭ 12月29日（土）…９時～12時30分稼働

12月31日（月）…９時～17時稼働
 休み  12月30日（日）、1月1日（火）～3日（木）

苫小牧信用金庫　厚真支店 ☎27－2236
窓 口
ＡＴＭ  休み  12月29日（土）～１月３日（木）

農協厚真支所 ☎27－2241
窓 口  休み  12月29日（土）～１月３日（木）
ＡＴＭ 12月29日（土）…９時～13時稼動

 休み  12月30日（日）～１月３日（木）

農協上厚真ATM ☎27－2241

ＡＴＭ 12月29日（土）…９時～13時稼動
 休み  12月30日（日）～１月３日（木）

12月29日（土）～12月31日（月）（株）成友設備 ①横川　☎080-2870-5105
②沖田　☎090-2694-0090

１月１日（火）～１月３日（木）（有）木本建設 ①斉藤　☎090-3392-0966

１月４日（金）～１月６日（日）（株）進興工業 ①内海　☎090-7654-2714
②河田　☎090-3397-0324

水道凍結時の
連 絡 先

対応可能時間：９時～ 17 時
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＜問い合わせ＞
安平・厚真行政事務組合　☎22‒3151
町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26‒7871

◎ せん定枝の無料回収が11月で終了しました
　11月末日をもって、せん定枝の資源化回収が終了し、12月～翌年３月は『有料』
扱いになりますので、毎週火曜日にもやせるごみ用(赤色)の有料指定袋を巻きつ
けて、ステーション横にだしてください。

◎ 年末年始のごみ収集・自己搬入受入について
　年末年始休み期間中の、12月31日（月）～１月３日（木）は、収集および自己搬
入の受入れは行いません。１月４日（金）から、ごみ収集と自己搬入の受入れを再
開します。
※１月４日は金曜日ですが、生ごみの収集を行います。

お知らせ

地方自治法の規定に基づいて、平成30年９月30日現在の安平・厚真行政事務組合会計の
歳入歳出、財産、地方債の状況についてお知らせします。

※物品は、購入金額100万円以上を記載しています。

地方債とは、一定の基準を満たす事業の財源として、
組合が国などから借り入れた長期的な借入金です。

予算の執行状況　（平成30年９月30日現在）

地方債の状況 組合財産状況

歳　　入 予算現額 収入済額 収入率 備　　　　　考
分担金・負担金 2億1,649万9,000円 1億825万3,000円 50.0%（予算現額内訳）安平町：1億3,819万1,000　厚真町：7,830万8,000円
使用料・手数料 2,854万2,000円 1,228万9,300円 43.1% ごみ処理手数料、大型ごみ処理券、有料指定ごみ袋売払等
財 産 収 入 271万3,000円 50万8,713円 18.8% アルミ・スチール缶、鉄くず等売払い等
繰 入 金 313万4,000円 0 0%
繰 越 金 1,000円 81万5,174円 741.6％ 平成29年度繰越金
諸 収 入 82万4,000円 5,616円 0.7% 平成29年度再商品化合理化拠出金配当等
歳 入 合 計 2億5,171万3,000円 1億2,187万1,803円 48.4%

歳　　出 予算現額 支出済額 執行率 備　　　　　考
議 会 費 16万8,000円 5万7,250円 34.1% 組合議会経費
総 務 費 2,124万2,000円 1,002万9,727円 47.2% 事務局職員人件費、事務費等、組合監査委員経費
衛 生 費 2億2,203万7,000円 8,620万4,729円 38.8% ごみ処理委託、処理場維持管理費、苫小牧市広域負担金等
公 債 費 726万6,000円 363万1,712円 50.0% 施設整備のため国などからの借入金の償還
予 備 費 100万円 0 0.0%
歳 出 合 計 2億5,171万3,000円 9,992万3,418円 39.7%

区　分 平成30年9月30日現在
残　高

一般廃棄物処理事業債
最終処分場適正閉鎖事業（H15～
16）およびストックヤード施設整
備事業（H21～22）の償還

2,300万1,000円

建　 物 2,264.12 ㎡

塵芥（じんかい）処理場
洗車場汚水処理設備
ストックヤード（キャノピー）
有機物供給センター
保管庫

物　 品 車両　４台

公用車
ホイールローダー
油圧ショベル
フォークリフト

基　 金 3,510万7,000円 廃棄物処理施設整備基金

財政状況

平成２9 年度
ごみ処理状況

平成29年度における、２町（安平町・厚真町）の皆さんが出されたごみの排出量や
リサイクルの状況、ごみ処理にかかった経費をお知らせします。

安平町・厚真町における過去５年間の家庭系および事
業系のごみ排出量と人口の推移はグラフ１のとおりです。

平成29年度は前年度と比べ、総排出量で21トン減少し
ました。　

平成25年７月より家庭ごみ有料化が開始され、直前の
６月までは『もやせるごみ』『もやせないごみ』が前年比
で大幅に増加しましたが、以降は皆さまのご協力により
減少傾向にあります。これからも、ごみの減量にご協力
お願いします。

排出されるごみのうち、資源化される割合をリ
サイクル率と定め、平成29年度のリサイクル率は
30.3％で、内訳は右表のとおりです。

25年７月からの有料化とともに紙類・せん定枝の
収集が始まり、『もやせるごみ』や『もやせないごみ』
から資源回収への移行が進んだ結果がリサイクル率
の増加に表れています。

リサイクルすることは、限りある資源を有効に活
用するとともに、経費の節減にもなりますので、引
続き資源化の取組みにご協力お願いします。

平成29年度のごみ処理経費の総額は、2億3,919万
円で内訳はグラフ２のとおりです。

ごみの収集運搬経費、ごみの焼却・埋立・資源化な
どを行うごみ処理経費、組合の処理場の維持管理経費
及び人件費等が直接ごみ処理に要した経費で、ごみ１
トンあたり約6万6,000円、住民1人あたりで計算す
ると、約1万9,000円となります。

〔グラフ２　平成29年度ごみ処理経費の内訳〕

〔グラフ１　ごみ排出量・人口推移〕

平成29年度総排出量　3,611トン（対前年度比 21トン減少）

安平町 厚真町
家庭系ごみ（㌧）事業系ごみ（㌧） 人　口（人） 家庭系ごみ（㌧）事業系ごみ（㌧） 人　口（人）

Ｈ25 1,935 957 8,679 1,065 268 4,741
Ｈ26 1,587 929 8,581 899 241 4,708
Ｈ27 1,612 901 8,510 927 260 4,720
Ｈ28 1,563 878 8,322 906 285 4,681
Ｈ29 1,582 832 8,218 950 247 4,658

H25 H26 H27 H28 H29

ご
み
の
種
類（
㌧
）

鉄 く ず 128 51 54 57 53 
紙 パ ッ ク 3 3 3 3 2 
ペ ッ ト ボ ト ル 33 39 32 40 40 
び ん 92 101 95 102 100 

缶 99 74 67 72 71 
生 ご み 堆 肥 化 179 171 169 157 154 
古 紙 類 718 508 524 604 501 
プ ラ ス チ ッ ク 190 194 181 182 176 
小型電子・電気機器 10 6 9 11 8 
紙 類 94 139 133 132 128 
せ ん 定 枝 12 12 27 11 13 

リサイクル率（%) 26.3 25.8 31.5 31.2 30.3 

ごみの排出量

資源化の推移

ごみの処理経費
37.6％

35.5％

18.7％

8.2％

安平・厚真行政事務組合のページ

（月）

（木）
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短

歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
三
号
」
か
ら
抜
粋

朝
陽
受
け
見
事
に
き
ら
め
く
霧
氷
み
て「
き
れ
い
だ
ね
」と
車
窓
よ
り
息こ子
は

月
足
ら
ず
の
未
熟
牛
な
れ
ど
元
気
良
く
か
ぜ
ひ
か
ぬ
様
セ
ー
タ
ー
着
せ
る

中
天
の
満
月
の
明
か
り
地
を
照
ら
し
雪
煌
め
き
て
凍
て
つ
く
空
気

本　

郷  

湯
浅
悦
子

浜
厚
真  

山
田
志
津

京　

町  

中
井
る
み
子

厚高インフォメーション
Atsuma High school Information 

10月～11月の厚高
・
ミ
ス
タ
ー
ア
ガ
ッ
ク
シ
ョ
ー

10
月
18
日
、
校
長
先
生
の
旧
知
の

間
柄
で
あ
る
手
品
師
「
ミ
ス
タ
ー
ア

ガ
ッ
ク
」
氏
が
、
被
災
し
た
生
徒
を

元
気
づ
け
る
た
め
に
、
本
校
を
訪
問

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、

厚
真
高
校
再
建
を
意
図
し
た
「
厚
高

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
の
一
環
で
す
。
間

近
に
見
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
生
徒

た
ち
は
食
い
入
る
よ
う
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

・
林
業
体
験
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

10
月
に
予
定
し
て
い
た
職
業
体
験

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
胆
振
総
合
振
興
局

の
協
力
に
よ
り
、「
北
海
道
の
木
育

推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
１
・

２
年
生
が
林
業
と
木
材
産
業
の
現
場

体
験
実
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
和
み
の
森
（
苫
小
牧
市
）
で

は
、
２
種
類
の
手
動
式
ま
き
割
り
機

を
使
っ
て
の
ま
き
割
り
体
験
や
た
き

火
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
整
備

さ
れ
て
い
な
い
山
林
か
ら
、
切
り
出

し
た
木
材
を
馬
で
運
び
出
す
作
業
を

体
験
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

愛
ら
し
い
馬
に
牧
草
を
あ
げ
る
な
ど
、

癒
や
し
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

・
仮
設
住
宅
訪
問

11
月
14
日
、
本
校
の
す
ぐ
隣
に
建

て
ら
れ
た
応
急
仮
設
住
宅
に
、
全
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、

生
徒
会
と
家
庭
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち

が
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
訪
問
し
て
き

ま
し
た
。
入
居
者
一
人
ひ
と
り
を
訪

ね
、
生
徒
の
手
作
り
マ
ド
レ
ー
ヌ
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
手
渡
し
て
き

ま
し
た
。
入
居
者
の
方
々
か
ら
、
予

期
せ
ぬ
訪
問
に
嬉
し
さ
と
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
も
、
人
と
の
触
れ
あ
い

の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

Vol.228

厚真中央小学校６年

小
こ
山
やま
 凛
り
久
く
くん山

やま
本
もと
 康
こう
太
た
くん

西
にし
村
むら
 飛
ひ
佑
ゆう
くん 髙

たか
橋
はし
 優
ゆ
空
ら
さん 沼

ぬま
田
た
 咲
さ
羽
わ
さん寺

てら
坂
さか
 祭
まつり
さん

〔厚高ホーム―ページ〕
随時更新中です。
ぜひご覧ください。

地
震
の
た
め
環
境
が
変
化
し

た
こ
と
で
、
生
活
が
不
活
発
に

な
り
が
ち
で
す
。
そ
れ
ま
で
し

て
い
た
庭
い
じ
り
や
農
作
業
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
地
震
の
後

だ
か
ら
と
遠
慮
し
て
、
散
歩
や

ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
等
を
し
な
く

な
っ
た
り
、
外
出
す
る
機
会
も

少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
冬
に
な
り
、
雪
が
降

る
と
道
が
凍
っ
て
い
つ
も
の
日

課
だ
っ
た
散
歩
が
で
き
な
い
、

寒
く
て
外
に
出
た
く
な
い
な
ど
、

活
動
量
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
生
活
が
不
活
発

な
状
態
が
続
く
と
、
心
身
の
機

能
が
低
下
し
「
生
活
不
活
発

病
」
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
高

齢
の
方
や
、
持
病
の
あ
る
方
に

起
こ
り
や
す
い
の
で
、
気
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考

に
み
な
さ
ん
で
「
生
活
不
活
発

病
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
不
活
発
病
と
は

「
動
か
な
い
」
状
態
ま
た
は

生
活
が
不
活
発
な
状
態
が
続
く

こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
機
能
が

低
下
し
て
「
動
け
な
く
な
る
」

こ
と
を
い
い
ま
す
。

生
活
不
活
発
病
を

予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

①
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
活
発

に
動
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

病
気
を
お
持
ち
の
方
は
、
ど

の
程
度
動
い
て
よ
い
か
主
治
医

と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
・
地
域
・
社
会
で
、
楽

し
み
や
役
割
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

遠
慮
せ
ず
に
、
気
分
転
換
を

兼
ね
て
散
歩
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

趣
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「
掃
除
や
料
理
な
ど
家
庭
の

中
で
役
割
を
増
や
す
」「
買
い

物
や
散
歩
な
ど
外
出
す
る
時
間

を
つ
く
る
」「
家
族
や
友
人
、

近
隣
の
人
と
会
話
を
す
る
」「
地

域
の
行
事
に
参
加
す
る
」
な
ど

少
し
ず
つ
生
活
空
間
を
広
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

③
歩
き
に
く
く
な
っ
て
も
、
つ

え
な
ど
で
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

す
ぐ
に
車
い
す
を
使
う
の
で

は
な
く
、
歩
く
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

④
身
の
回
り
の
こ
と
や
家
事
な

ど
が
上
手
く
で
き
な
く
な
っ
た

ら
、
早
め
に
相
談
を
。

練
習
や
工
夫
で
上
手
に
な
り

ま
す
。「
仕
方
な
い
」
と
思
わ

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑤
「
無
理
は
禁
物
」「
安
全
第

一
」
と
思
い
こ
ま
な
い
で
。

疲
れ
や
す
い
と
き
は
、
少
し

ず
つ
回
数
を
多
く
。
病
気
の
時

は
、
ど
の
程
度
動
い
て
よ
い
か

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
運
動
器
の
機
能
向
上
の
ポ
イ

ン
ト加

齢
に
伴
い
、
筋
力
や
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
力
の
低
下
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
分
で

は
足
を
上
げ
た
つ
も
り
で
も
、

わ
ず
か
な
段
差
で
つ
ま
づ
い
た

り
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
倒

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者

の
転
倒
は
、
骨
折
を
お
こ
し
や

す
く
、
そ
れ
が
も
と
で
寝
た
き

り
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
は
、
転

倒
の
予
防
に
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
活
動
範
囲
が
広
が
り
、
生

活
の
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

足
腰
の
筋
力
を
鍛
え
る
た
め

に
は
、「
歩
く
」
こ
と
と
「
筋

力
ア
ッ
プ
の
運
動
」
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

健　康　情　報

みんなで「生活不活発病」の予防を！

生活機能低下を防ごう！

Ｈ30.1219

【
筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動
】

「
立
つ
」「
歩
く
」「
座
る
」
な
ど

の
活
動
の
基
礎
に
な
る
筋
肉
を
鍛

え
る
運
動

〈
運
動
時
の
注
意
点
〉

・ 

高
血
圧
や
心
臓
に
病
気
の
あ
る

方
、
整
形
疾
患
、
膝
や
腰
に
痛

み
の
あ
る
方
な
ど
は
、
必
ず
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

運
動
中
は
、
息
を
止
め
ず
に
呼

吸
を
意
識
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

こ
ま
め
に
水
分
摂
取
し
ま
し
ょ

う
・ 

無
理
を
せ
ず
、
体
調
が
悪
い
時

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

①足の後ろ上げ

お尻の筋肉の運動

②つま先立ち

ふくらはぎの筋肉
の運動

③ひざの屈伸

前太ももの筋肉
の運動

保健師

五
い が ら し
十嵐  夢

ゆめ
世
よ

今月の担当
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保健の掲示板 1月

あつまクリニック　☎ 27‒2422
京町15（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分)

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26‒7871
京町165‒1（総合ケアセンターゆくり内）
（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分）

問い合わせ
予約・受付

◉ 随時受け付けている予防接種◉ 予約が必要な予防接種

健診・相談

予防接種

ＢＣＧ
対 象 生後５カ月～１歳未満
予 約 あつまクリニック※１週間前までに予約してください

Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

(初回)27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20～24週あけて１回

ヒブ
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）生後７～13カ月あけて１回

小児肺炎球菌
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加） 生後12～15カ月（初回後60日以上あけて１回）

四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後３～12カ月に20～56日あけて３回
（追加）初回後12～18カ月あけて１回

日本脳炎

対 象
３～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは町
保健師にお問い合わせください。

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６～28日あけて２回
（１期追加）４歳：  １期初回終了後約１年あけて１回
（２　　期）９歳：１回

水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月後に１回

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12～24カ月までのお子さん
② 平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれのお
子さん（小学校就学前の１年間）

おたふくかぜ（任意）

対 象
１～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

予 約 あつまクリニック

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチ
ンをすでに受けている場合は不要

標 準 的 な
接 種 時 期

（初回）生後３～12カ月に３回
（追加）初回後12～18カ月後に１回

予 約 町民福祉課健康推進グループ※１週間前までに予約してください

乳幼児相談
対 象 平成29年10月11日～平成30年11月10日生まれ（生後２～14カ月）のお子さんと保護者
と き １月10日（木）　10時～11時15分（受付）
と こ ろ 厚真子育て支援センター
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

総合がん検診
対 象 検診によって対象が異なります
検 診 内 容 胃・大腸・乳・子宮・前立腺がん検診
とき・ところ １月18日（金）･札幌がん検診センター
予 約 12月21日（金）までに町民福祉課健康推進グループへ

３歳児健診

対 象 平成27年９月13日～平成28年１月16日生まれ（生後２～14カ月）のお子さんと保護者
と き １月16日（水）
と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

持 ち 物 母子健康手帳、歯の健康ノート、アンケート、歯ブラシ、早朝尿

１歳６カ月児健診

対 象 平成29年３月13日～平成29年７月23日生まれのお子さんと保護者
と き １月23日（水）
と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

持 ち 物 母子健康手帳、歯の健康ノート、アンケート、歯ブラシ、早朝尿

予防接種について＜共通事項＞

接種場所

接種できる日

受　付

持ち物

あつまクリニック

毎週 月・水・金 曜日
町民福祉課健康推進グループ
（接種当日）

印鑑、母子健康手帳

診療科目 内科・小児科
住 所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電 話 0144－32－0099 

診療時間

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
総合保健・医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週 月~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 １月21日 月

予約：苫小牧保健所
☎0144‒34‒4168

こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 １月15日 火
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） １月８日 火
骨髄バンク登録 登録の基準があります １月２日 火、22日 火
HTLV-1抗体検査 検査日の２日前までに予約してください １月８日 火
HIV抗体検査（エイズ相談）無料、匿名検査（要事前確認） １月８日 火（夜間検査）

９日 水、22日 火
予約：エイズ専用電話
☎0144‒35‒7474

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
１日
（火）

内科系 たくしん小児科 拓勇西町３丁目１－１ ５３－７７８８
外科系 光洋いきいきクリニック 光洋町１丁目１６－１６ ７１－２７００

２日
（水）

内科系 苫小牧澄川病院 澄川町７－９－１８ ６７－３１１１
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－１０ ３６－１２２１

３日
（木）

内科系 波岡内科消化器科クリニック 東開町４－２０－１８ ５１－２８１１
外科系 勤医協苫小牧病院 見山町１－８－２３ ７２－３１５１

６日
（日）

内科系 阿部内科医院 本町１－５－１２ ３６－００６６
外科系 とまこまい脳神経外科 光洋町１－１２－２０ ７５－５１１１

13日
（日）

内科系 やまざきこども医院 大成町２－３－１ ７５－１１３３
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－１０ ３６－１２２１

14日
（月祝）

内科系 たかやなぎ小児科 日新町２－７－８ ７１－２１１５
外科系 とよた腎泌尿器科クリニック 元中野町２－１７－１２ ３１－２０００

20日
（日）

内科系 とまこまいこどもクリニック 住吉町１－２－８ ３３－１０５０
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２－９－１３ ７２－７０００

27日
（日）

内科系 桜木ファミリークリニック 桜木町２－２５－１ ７１－２３５１
外科系 ハート整形ペインクリニック 三光町２－５－３ ３８－７０００

平 日 19時～翌朝7時
土曜日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

1月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日・年末年始は急病センター
も診察を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

「苫小牧医師会ホームページ」にも掲載しています。http://www.toma-med.or.jp/

厚真子育て支援センター　☎27－2438
京町152（こども園つみきに併設）

厚南子育て支援センター　☎28－3155
上厚真258－7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談1月のよてい
子育て支援センター

自由開放
９時～11時30分、13時～14時

子育て相談
14時～16時（火曜・木曜日）
※事前の連絡をお願いします。

サークル活動
14時～16時（月曜・水曜・金曜日）
※予約制です。詳しくは各支援センターにお問い合わせください。

おはなし　のびっこ

Helloえいご・えいごであそぼう
10時～10時30分

日　時：１月24日（木）10時
場　所：厚真子育て支援センター
内　容：絵本・パネルシアターなど
※申し込みは不要です。

各センターで毎月２回程度、ＡＬＴの先生と
遊びを通して英語に触れる事ができます。興味
のある方は各センターにお問い合わせください。

〔子育て講座〕　編み物講座　どんぐり帽子を作ろう
お子さんに手作りの帽子をプレゼントしてみませんか。

編み物初心者ママも安心して取り組めるように２回にわた
り講座を開催します。

日　時：①1月15日（火）　10時～11時
　　　　②1月22日（火）　10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
内　容：子ども用どんぐり帽子作り
持ち物： 毛糸２玉（太め）、かぎ針（ある方は持参）

※７号８号のかぎ針は８本貸し出します。
※申し込みは12月28日㊎までに厚南子育て支援センターへ
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マチの善意

スキルアップセンターとまこまい
平成30年度　冬期作業主任者等技能講習のご案内

№ 講　習　名　称 実　施　日 受講料 テキスト
代 定員

1 足場の組立て等特別教育 ２月１日（金） 6,480円 800円 30
2 足場の組立て等作業主任者技能講習 ２月４日（月）,５日（火） 8,208円 1,650円 100
3 自由研削といしの取り替え等の業務に係る特別教育 ２月６日（水） 4,752円 770円 50
4 フルハーネス型安全帯特別教育 ２月13日（水） 6,480円 800円 50
5 職長・安全衛生責任者教育 ２月14日（木）,15日（金） 20,520円 受講料に含む 30
6 地山掘削・土止め支保工作業主任者技能講習 ２月20日（水）～22日（金） 12,312円 2,570円 100
7 小型移動式クレーン運転技能講習 ２月26日（火）～28日（木） 34,884円 1,674円 10
8 玉掛け技能講習 ３月４日（月）～６日（水） 25,704円 1,645円 10
9 丸のこ等取り扱い作業従事者安全教育 ３月11日（月） 5,400円 1,030円 30
10 足場の組立て等特別教育 ３月12日（火） 6,480円 800円 30
11 高所作業車運転技能講習 ３月14日（木）,15日（金） 32,832円 1,850円 10
12 ガス溶接技能講習 ３月26日（火）,27日（水） 9,180円 630円 20

受 付 期 間
各講習は、開始日の10日前までにお申し込みください。
（その日が土曜・日曜・祝日にあたる場合は、直前の営業日まで）
※申込受付期間中であっても、下記の定員になり次第締め切りとなります。

受 講 資 格 講習によって異なりますので、下記に確認してください。

申 込 み 訓練センター窓口で、各講習の案内書と申込書を配布しています。
申込書に必要事項を記入の上、受講料･テキスト代等を添えてお申し込みください。

助 成 金
№１/２/４/６/７/８/10/11/12の講習は、人材開発支援助成金 建設労働者技能実習コース
（経費助成）（賃金助成）を活用することができます。
また、10月１日以降に実施する技能実習については、計画届の届出が不要となります。
条件等の詳細については、下記にお問い合わせください。

そ　 の　 他

胆振東部地震の被災地支援として、胆振東部３町（厚真、むかわ、安平）に所在する会社に勤
務されている方、または在住の方を対象に、平成31年２月～平成32年３月までの間、特別教
育と安全衛生教育の受講料を半額とします。
対象となる方は、申込書に住所を記入し申込みの際に申告してください。
また、助成金との併用はできませんのでご了承ください。

問 い 合 わ せ
講 習 会 場

スキルアップセンターとまこまい
一般社団法人　苫小牧地域職業訓練センター運営協会
苫小牧市新開町４丁目６番12号
電話　0144-5５-6622　　ファックス　0144-51-2225
ホームページ　http://www.tomakomai.ac.jp/kaisya/index.html

自 衛 官 等 募 集

高等工科学校生徒
〇応募資格
平成31年４月１日現在15歳以上17歳未満の者
〇受付期間
平成31年１月７日(月)まで（締切日必着）
〇試験日程
第１次試験…平成31年１月19日(土)
筆記試験（国語、社会、数学、理科、英語、作文）
第２次試験… 平成31年２月１日(金)~４日（月）の

指定する日

問い合わせ 自衛隊札幌地方協力本部
苫小牧出張所（☎0144－32－3725）

観光大使を委嘱された
中村さん（右）
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最低賃金額

効力発生年月日

北海道内で事業を営む使用者およびその
事業場で働くすべての労働者（臨時、パー
トタイマー、アルバイト等を含む）に適用
される北海道最低賃金が次のとおり改定さ
れました。

必ずチェック 最低賃金！使用者も、労働者も

北海道最低賃金

○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、
家族手当、臨時に支払われる賃金および時
間外等割増賃金は算入されません。

○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合
は、最低賃金法違反として処罰されること
があります。

○特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、
糖類製造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバ
イス・電子回路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業」、「船舶製造・修理業、船
体ブロック製造業」）で働く労働者には北海
道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

時間額 835円
平成30年10月１日

厚真町社会福祉協議会へ寄付

○ この冬も引き続き ｢無理のない範囲での節電｣ にご協力をお願い
いたします。
○ 詳しくは、ほくでんホームページを
ご覧ください。

北海道電力からのお願い

厚生労働省 北海道労働局 労働基準監督署（支署）

11月20日に役場町長室で中村峰夫さん（58
歳）に厚真町観光大使委嘱状が交付されました。
中村さんは中村薬局（札幌市）を経営。厚

真産ハスカップブランド化推進協議会主催の
講演会でハスカップの機能性について発表す
るなど、町特産品であるハスカップの研究を
していました。
中村さんは「ハスカッ

プを通して厚真町の復興
の手助けをしたいです」
と意気込みを話していま
した。

中村峰夫さんが３人目の観光大使に

１月の運転免許証更新時講習の日程

苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許証更新
時講習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）については、
下記までお問い合わせください。

10時30分～11時
８日（日）、９日（月）、15日（火）、18日（金）、
21日（月）、22日（火）、24日（木）、28日（月）、
29日（火）、31日（木）

13時30分～14時 10日（火）、30日（水）
15時30分～16時 16日（水）、25日（金）
問い合わせ
（一社）苫小牧地区交通安全協会　☎0144－33－1458
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問い合わせ窓口
〔ゆ〕…総合ケアセンターゆくり内　〔青〕…青少年センター内　〔か〕…旧かしわ保育園内

問い合わせ内容 担 当 部 署 電 話 番 号
防災対策一般 災害対策本部総括部 ２７－２３２１
義援金 総務課財政グループ ２７－２４８１り災証明・被災証明 総務課税務グループ
社会福祉・生活再建 町民福祉課福祉グループ〔ゆ〕 ２６－７８７２子育て 町民福祉課子育て支援グループ〔ゆ〕
高齢者福祉 町民福祉課地域包括支援センター〔ゆ〕

２６－７８７１

戸籍、住民登録
墓地
国民健康保険
ごみ

町民福祉課町民生活グループ〔ゆ〕

健康相談 町民福祉課健康推進グループ〔ゆ〕
広報広聴
地域公共交通 まちづくり推進課企画調整グループ

２７－３１７９あつま災害エフエム
町有地分譲地管理 まちづくり推進課総合戦略グループ
農林業 産業経済課農林業グループ ２７－２４１９
商工業、観光 産業経済課経済グループ ２７－２４８６
道路、河川 建設課土木グループ ２７－２４５１
住宅 建設課建築住宅グループ ２７－２３２５
上下水道 建設課上下水道グループ ２７－２３２６
学校 教育委員会生涯学習課学校教育グループ〔青〕 ２７－２４９４
社会教育
図書室 教育委員会生涯学習課社会教育グループ〔青〕 ２７－２４９５
消防 胆振東部消防組合厚真支署 ２６－７１１９
ボランティア要請 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 ０９０－８０４９－９３９６
ボランティア募集 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 ０９０－７６４７－６５８３

1ＩＤ検索で友だち追加

2ＱＲコードで追加
ＬＩＮＥアプリの友だち追加ページの「ＱＲコード」を選択し、
QRコードを読み取ってください。

ＬＩＮＥアプリの友だち追加ページの「ＩＤ検索」から
ＩD「@atsuma」を入力し検索してください。

@atsuma

問い合わせ　まちづくり推進課企画調整グループ　☎27‒3179

11月９日から、町公式のＬＩＮＥ＠アカウントの運用を開始しました。

　無料コミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ（ライン）」で災害時の緊急情報、支援情報、
町政情報などを配信していますので、ぜひご登録ください。

登録方法

厚真町公式 運用開始

ラインアット
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